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はじめに 
昨今、世界では宗教的な問題、例えばイスラムの過激派の問題などで、宗教の話題は大

変デリケートなものとなっている。他宗教の教徒を異端とみなし、攻撃するなどの出来事

も起こっており、イスラム教とキリスト教は相容れず、互いに水と油のような関係に陥っ

ているというイメージがある。宗教的に寛容な雰囲気は、今では世界ではあまり見られな

い。 
しかし、かつてスペインにおいては、キリスト教徒とイスラム教徒が共生していた時代

があった。そして、それだけに留まらず、文化・芸術という面でもこの二つの宗教は融合

し、その見事な遺産は現在でもスペインに残っている。 
 本レポートは、8 月 25 日から 9 月 7 日にかけてスペインで行った研究旅行の成果につい

て報告するものである。訪れた都市は、マドリッド、セビージャ、コルドバ、グラナダ、

サラゴサ、バルセロナである。主に、セビージャのレアル・アルカサル、コルドバのメス

キータ、グラナダのアルハンブラ宮殿、サラゴサのアルハフェリア宮殿において調査を行

った。 
 その中でも、セビージャのレアル・アルカサル、グラナダのアルハンブラ宮殿にて調査

を行い、興味深い発見があったため、これら 2 つの建築物の比較・考察を行う。 
 
①取り上げる建築物 
まず、取り上げる二つの建築物、レアル・アルカサルとアルハンブラ宮殿についての短

い概要を述べる。 
グラナダのアルハンブラ宮殿は、イベリア半島における最後のムスリムの政権であった

ナスル朝（1238－1492）のもとで建設された。アルハンブラは、宮殿と謳いながらも城塞

都市の構造をしており、様々な時代に、それぞれの建築物が増設されていった。そのため、

建築物の建造年代によって、その様式が異なっていることがある。また、この建物の原型

は、後ウマイヤ朝のアルカサバと呼ばれる城塞であるといわれている。その後、ナスル朝

の黄金時代、ユースフ 1 世、ムハンマド 5 世時代にアルカサバは大きく拡張され、現在残

っている形になった 1 。 

                                                 
1 Jose Miguel Puerta Vilche, Reading the Alhambra,The Alhambra and Genaralife Trust, Granada, 2010, 

p. 24. 
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 次に、セビーリャにあるレアル・アルカサルである。アルカサルは、セビーリャにある

スペイン王室の宮殿である。アルカサルは、11 世紀に、アッバード朝によって建築が開始

された。12 世紀と 13 世紀にはムワッヒド朝によって、当時の宮殿に大増築・改築工事が実

施された。その後、アルフォンソ 10 世がムワッヒド朝時代の一部の宮殿の上に、ゴシック

様式の住居を建てた。そして、14 世紀、カスティーリャ王ペドロ 1 世（残酷王）の命によ

り、イスラム時代の宮殿の跡地にムデハル様式 2で建築がはじめられた。先述のアルハンブ

ラ宮殿を意識した造りになっている。15 世紀から 16 世紀にも増築がなされたため、ルネサ

ンスの様式も混じっている 3。 
 
  
②イスラム建築の装飾の特徴 
 イスラム建築様式の装飾の特徴は、いくつかある。例えば、幾何学模様やムカルナス（図

1）、化粧タイル、そしてコーラン引用句・カシーダ句の碑文装飾（図 2）である。 
 幾何学模様は、美術でありながら、それと同時に科学的なものでもある。科学的・数学

的観点から見て、幾何学模様は正確であり、美しい。数学も科学も神が創造したものであ

るため、幾何学模様は、イスラム世界において宇宙、神の創造そのままを表しているので

ある。そのような理由から、イスラム美術において幾何学模様の装飾がしばしば見られる。 
 次に、ムカルナス 4である。ムカルナスは主に天井に施されることが多い。基本のタイル

の組み合わせによって、蜘蛛の巣のような鍾乳洞のような装飾を形作っている。この装飾

は、イランやエジプトのイスラム建築にも見られる。 
そのほかにも、柱や壁面、あらゆる部分にアラビア文字で刻まれた銘文が挙げられる。

その銘文は、コーランからの引用句、カシーダ 5句、「神と統治者を称える反復定式文句」

の 3 種類に分類される 6。 
コーラン引用句や、カシーダ句、そして神と統治者を称えるための言葉、そのようなも

のが、イスラムの建築の装飾として用いられている、という事実から見えてくるのはイス

ラムにおいての言葉の重要性である。 
イスラムにおいて、神とは「言葉」であった。ムハンマドは神から直接啓示を賜り、そ

の言葉が人々に伝えられ、コーランという一冊の聖典になった。よって、ムスリムにとっ

て神は、聖典、聖なる言葉たちの中に宿っているものなのである。それゆえ、ムスリムは

                                                 
2 残留ムスリムの建築様式とキリスト教建築様式が融合した建築様式。 
3 Carlos Giordano 他編「セビリアのレアル・アルカサル」Sachiko Toraiwa 訳、Dosde Arte Ediciones、
Sevilla、2016 年、8 頁-12 頁参照。 
4 イスラム建築で使われる持ち送り（壁から突き出した石などの構造物）構造の装飾の一種

で、鍾乳洞のような形をしている。 
5 アラビア語の長詩、頌詩。さまざまな詩形のうち最も完成されたものとして多くのカシーダが

作られ、アラビア語の詩ではこの形が典型的なものとなった。 
6 鷲見朗子「イスラムの美と心――アルハンブラ宮殿のアラビア銘刻句を通して」『宗教研究』 第
78 巻（2004 年）、55 頁。 
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とりわけコーランを「誦む」ことを重要視しており、コーランは文学的観点から見ても優

れた詩歌と位置づけられている。キリスト教のように、神の存在をイエス・キリストとい

う人間に結びつけたのではなく、あくまでも神に与えられた言葉を神の一部と捉え、重要

視しているのである。イスラム建築には多くの銘文が刻まれており、それは、神の言葉を

永遠化させようという気持ちから行われた。 
イスラムの宗教芸術の基盤は、目で見るという行為ではなく、文字を読むまたは誦みあ

げるということだと考える。そして建築物のあらゆる部分に刻まれた銘文たちの一つ一つ

が聖なるもの、言葉なのであり、それが神の表象なのである。 
 
③アルハンブラ宮殿の装飾 
アルハンブラ宮殿は、アル・アンダルス（سلدنألا ）7とマグレブ 8世界の建築に属し 9、

同時代のマグレブにおけるイスラム建築のなかでは最高峰のものだと言われている。アル

ハンブラ宮殿には数多くの建物、部屋が存在している。数多くの部屋の中で、この報告書

では、「アラヤネスのパティオ」と「ライオンのパティオ」を取り上げる。パティオとは、

スペイン語で「中庭」を表す言葉である。 
アラヤネスのパティオ（図 3）は、王の居住区域であったコマレス宮の最も特徴的な区域

のひとつである。アラヤネスのパティオは数々の部屋に取り囲まれており、その北側には

大使の間があるコマレスの塔が存在する。このパティオでも、やはり典型的なイスラム建

築の装飾の特徴が見られる。ムカルナスはもちろん、幾何学模様と組み合わせられた銘文

がパティオのあらゆるところに配置されている。パティオのアーケードの上部の装飾は、

ひし形の連続をベースとして、そのひし形の中にアカンサス模様 10が組み合わされ、大変

細かい。そのひし形装飾を取り囲むようにしてアラビア語が書かれている。その碑文のさ

らに上部、つまり軒天（軒裏の天井）の直下に当たる位置に、大きな帯状のアラビア語の

銘文装飾が施されている（図 4）。アラヤネスのパティオに配置された銘文は、コーランの

引用句はもちろん、王が詩人に作らせた詩なども刻まれている 11。その詩の内容は、王や

神、またこの宮殿の輝きをたたえるものであった。 
ライオンのパティオは、アルハンブラ宮殿の中でも知名度の高い、美しいパティオであ

る。天井のないパティオの中央には、12 頭のライオンに取り囲まれた噴水があり、パティ

オを取り囲む柱廊にも、細かく美しい装飾が施されている（図 5）。柱は細く、すべてで 124

                                                 
7 スペイン、アンダルシア地方を中心とするイスラム王朝統治下のイベリア半島一帯のこと。 
8 モロッコ、アルジェリア、チュニジア、西サハラの北アフリカ北西部に位置するアラブ諸 
国を示す。 
9 鳥居徳敏「アルハンブラ宮殿――イスラム世界における同宮殿の位置づけ」『スペイン・ラテ

ンアメリカ研究』第 12 巻（2011 年）、19 頁。 
10 地中海沿岸から小アジア、熱帯アフリカ原産の葉薊と言う多年草の植物。ここでは、その葉

薊を様式化した植物模様の意味）。 
11 Jose Miguel Puerta Vilche, “Reading the Alhambra”, The Alhambra and Genaralife Trust, Granada, 
2010, p.85. 
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本ある。その上にあるアーチには、ムカルナスのような装飾が施されている。柱廊の壁、

天井にももちろん銘文、幾何学模様が見られる（図 6）。また、壁、天井だけでなく、ライ

オンの噴水にも銘文装飾が施されている。神と王、素晴らしい宮殿をたたえるのはもちろ

ん、ライオンに関係した詩になっている。 
以上の特徴を鑑みると、このアラヤネスのパティオ、ライオンのパティオは、ともに典

型的なイスラム建築様式で立てられていると言っていいだろう。人物・動物などのひとつ

の大きなテーマに沿って装飾が施されているというよりも、大変細かい銘文装飾・幾何学

模様によって、イスラムの世界観・精神世界を表している。 
コーラン引用句、詩句の銘刻から、この建物は神・王にささげられ、彼らをたたえるた

めに作られたのだという事がうかがえる。かつての王たちは、イスラムの精神を実感して

いたのだと考えることが出来る。 
 
④レアル・アルカサルの装飾 
 レアル・アルカサルは、アルハンブラ宮殿を意識して建てられた。特に、王の居住区域

はムデハル様式でまとめられている。先述の通り、イスラム様式の上にヨーロッパの様々

な様式が融合している建築物である。その証拠として、バンド騎士団 12のサッシュベルト

の紋章や、カスティージャ王国のシンボル（三本の塔を持つ城のエンブレム）の漆喰細工

が施されている。また、宮殿の壁には「我々のスルタン、ドン・ペドロ王に栄光を」「アラ

ーの神よ、彼（ペドロ 1 世）を護り給え」とアラビア語で書かれた銘文が存在する。ムス

リムの言語で異教徒の王をたたえることは大変珍しいことだ。このレアル・アルカサルが、

どんなに稀有な遺産であるかがうかがえる。 
レアル・アルカサルにも数多くの中庭が存在するため、その中でも、ペドロ 1 世の宮殿

の中の、「乙女のパティオ」（図 7）を取り上げる。 
乙女のパティオは、レアル・アルカサルの中で、ルネサンス時代の追加工事によって建

てられたものである。もともと、王宮に住む王族のプライベートな空間として作られた。

二階建てで、二階から空へと吹き抜けの構造になっている。一階の 14 世紀のムデハル様式

の部分では、多弁型アーチが特徴になっている。この多弁型アーチは、ムワッヒド朝の様

式に影響を受けたものだと考えられる。 
このパティオは、一見するとアルハンブラ宮殿のアラヤネスのパティオによく似ている。

装飾や様式もイスラムのものに見える。しかし、細かなディティールに目を向けると、ア

ルハンブラとは異なる特徴が見られる。 
例えば、アラビア語の銘文が書かれている壁の装飾の中に、いくつかのエンブレム、メ

ダイヨンがある。その中のひとつは、二本の柱が描かれた「プルス・ウルトラ」Plus Ultra
（もっと向こうへ）という紋章である（図 8）。「プルス・ウルトラ」とは、もともとはカル

ロス 1 世（神聖ローマ帝国カール 5 世）の個人的なモットーから生まれた。しかし現在は、

                                                 
12 カスティージャ王アルフォンソ 6 世によって結成された騎士団。 
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スペイン全体のモットーになっている。 
また、カルロス 1 世のメダイヨンと、ポルトガル王家イサベルのメダイヨンもある。こ

れは、パティオ上位にあり、16 世紀の増築の際に施されたもので、1526 年にアルカサルで

結婚式を挙げたカルロス 1 世とその妻イサベル皇妃のメダイヨン（図 9）である。 
その他にも、先述の騎士団のサッシュベルトの紋章や、カスティージャ王国のシンボル、

レオン王国のシンボル（ランパント 13のライオンの紋章）、カルロス 5 世の紋章などのモチ

ーフ（図 10）などが見られる。これは、アルハンブラ宮殿にはなかったものである。 
エンブレムのほかにも、付け柱の装飾にケルビムの彫刻や、騎士団の要人の彫刻がなさ

れている（図 11）。これはプラテレスコ様式と呼ばれる様式で、スペインの初期ルネサンス

建築様式である。ゴシック様式の構造体と、ルネサンス様式の装飾が融合したものである。 
レアル・アルカサルの装飾は、イスラム装飾の様式をベースにしながら、スペイン独自

の装飾を付与し、他にはない建築を生み出している。 
 
⑤考察 
 アルハンブラ宮殿と、レアル・アルカサルという、二つの特徴的な建築物の考察を行っ

た。アルハンブラ宮殿はイスラム王朝時代に建設されたため、典型的なイスラム建築と言

って相違ない。幾何学模様やムカルナス、銘文装飾などが、その例である。基本的に、イ

スラム様式の装飾において人や動物の装飾はなされない。偶像崇拝が禁じられているうえ、

先述のように、人や動物ではなく、幾何学模様や銘文そのものに神を感じているからであ

る。よって、アルハンブラ宮殿は、スペインにあるとは言いつつも、ナスル朝時代に建設

が始まり、時代によって増築されてきた重要な城塞、宮殿であるといえる。 
それに対して、レアル・アルカサルには、メダイヨンをはじめとして、騎士の装飾やケ

ルビムの彫刻が見られる。そのような点から見ても、レアル・アルカサルは単純なイスラ

ムの建築物ではないということがわかる。しかし、研究旅行以前に期待していたような、

イスラム美術とキリスト教美術が、意味を成して交わったような場ではないと考える。 
 レアル・アルカサルの装飾をみると、確かにイスラム様式をベースに構成されている。

しかし、そのディティールをよく観察すると、イスラム様式には当てはまらない特徴的な

装飾が施されていることがわかる。ヨーロッパの様式であるゴシックやルネサンス様式が、

イスラムの様式と融合しているのである。とはいえ、キリスト教美術的な要素が強いわけ

ではなく、あくまでもスペイン王室、とりわけ王の好みなどが色濃く反映されている。当

時流行した騎士道物語や、王も読んでいたであろうトロイ戦争をモチーフにした装飾など

が見られる。 
しかし、すべてヨーロッパ様式で塗りつぶしてしまうのではなく、イスラムの香りが色

濃く残されているのは、イスラムや他宗教に理解があり、またイスラムの建築の美しさに

                                                 
13 左後足で立ち上がり右後足を前に出し、前足はそれぞれ前方と上方に突き出すというポーズ 
のこと。 
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感銘を受けた王のおかげであろう。 
 以上のことから、レアル・アルカサルは、アルハンブラ宮殿ほかイスラムの建物の影響

を受けつつ、スペイン王家によって、特徴的な建築物に変化を遂げていった。まさに、ス

ペインにしかない建築物だということが出来るだろう。 
 
おわりに 
 今回の研究旅行では、いくつかの建築物を見て回ったが、どれも特徴的かつ美しいもの

ばかりだった。宗教美術の融合をテーマに研究を行う予定だったが、若干テーマから外れ

てしまった。しかし、今回の研究旅行のおかげで、異なった様式の美術・建築装飾の融合

について、エンブレム装飾、柱の装飾などについての多くの知識を得ることが出来た。こ

の経験は、今後の卒業論文執筆に大いに役立つと確信している。 
 
参考文献 
・Carlos Giordano 他編『セビリアのレアル・アルカサル』Sachiko Toraiwa 訳、Dosde Arte 

Ediciones、セビージャ、2016 年 

・Jose Miguel Puerta Vilche,Reading The Alhambra, The Alhambra and Genaralife Trust, Granada, 

2010 

・大川玲子『図説コーランの世界 写本の歴史と美のすべて』河出書房新社、2005 年 
・鷲見朗子「イスラムの美と心――アルハンブラ宮殿のアラビア銘刻句を通して」『宗教研

究』第 78 巻、2004 年、269-294 頁、 
・鳥居徳敏「アルハンブラ宮殿――イスラム世界における同宮殿の位置づけ」『スペイン・

ラテンアメリカ研究』第 12 巻、2011 年、19-30 頁。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7 
 

 
 

 
 
参考図版 

図１ 壁面の幾何学模様と

ムカルナス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 壁面の碑文装飾 

 

 

 

 



8 
 

 

 

 

図 3 アラヤネスのパティオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 アラヤネスのパ

ティオの軒天下の装飾 
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図 5 ライオンの

パティオ（噴水、柱

廊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 ライオンのパティオの装

飾 
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図 7 乙女のパティオ 
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図 8 カルロス一世の紋章（プルス・ウ

ルトラ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 カルロス 1世とそ

の妻イサベル皇妃のメ

ダイヨン 
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図 10、カルロス 5 世の紋章（左）、レオン王国のシンボル（左

2）、バンド騎士団のサッシュベルトの紋章（右 2）、カステ

ィージャ王国のシンボル（右） 

 

 

 

 

  図 11 

  プラテレスコ様式の柱 

 


